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Ⅰ .駅舎デザインコンセプトの目的と位置付け  

 

１駅舎デザインコンセプトを策定する目的  

 加 賀 温 泉 駅 は 、 加 賀 市 へ 来 る 多 く の 観 光 客 等 が 最 初 に 到 着 す る 場 所 で あ り 、 ま

た 、 市 民 に と っ て も 交 通 の 拠 点 で あ る と と も に 、 交 流 の 場 と し て も 、 多 く の 市 民

が 集 ま る 場 所 で す 。  

新 幹 線 駅 舎 が 、 加 賀 市 の 玄 関 口 と し て ふ さ わ し い 、 賑 わ い 、 交 流 、 溜 ま り の 場

と な る こ と を 目 的 と し て い ま す 。  

 

２駅舎デザインコンセプトの 位置づけ  

（ １ ） 加 賀 市 の 位 置 づ け  

○ 加 賀 市 は 、石 川 県 の 南 部 に 位 置 し た 305.87ｋ ㎡ の 都 市 で あ り 、東 は 小 松 市 、西

は あ わ ら 市 に 接 し て お り 、 古 く か ら 大 聖 寺 藩 の 城 下 町 と し て 、 北 国 街 道 沿 い の

商 い の 街 と し て 栄 え て き た 。  

○ 藩 政 期 か ら の 行 政 の 中 心 地 で あ る 大 聖 寺 や 三 つ の 温 泉 地 な ど 6 つ の 主 要 エ リ ア

（ 観 光 拠 点 ） の ほ か 、 加 賀 温 泉 駅 周 辺 の 新 し い 市 街 地 な ど が 分 散 し て い る 。  

○ 広 域 的 に は 、 金 沢 ・ 能 登 と の 連 携 軸 の ほ か 、 中 部 縦 貫 自 動 車 道 を 通 じ た 飛 騨 方

面 と の 連 携 軸 の 接 点 に あ た り 、 北 陸 新 幹 線 開 業 に よ り 、 広 域 的 な 連 携 が 課 題 と

な る 。  

○ 加 賀 市 は 民 間 研 究 機 関 「 日 本 創 成 会 議 」 が 公 表 し た 試 算 で 消 滅 可 能 性 都 市 の １

つ に 該 当 す る な ど 、 人 口 減 少 が 深 刻 な 状 況 で あ る 。 こ う し た 将 来 予 測 の な か 、 新

幹 線 開 業 を 契 機 と し て 、 交 流 人 口 の 拡 大 や 定 住 促 進 な ど 加 賀 市 全 域 の 活 性 化 に つ

な げ る こ と が 必 要 と 考 え ら れ る 。  

 

（ ２ ） 上 位 関 連 計 画 の 位 置 づ け  

【 第 一 次 加 賀 市 総 合 計 画 後 期 実 施 計 画 （ 加 賀 市 地 域 共 創 プ ラ ン （ H27.1） 】  

・ 首 都 圏 を 中 心 と し た 観 光 誘 客 を 促 進 す る た め 、 「 加 賀 て い ね い 」 を コ ン セ プ ト
に 観 光 戦 略 を 推 進  

・ 豊 か な 自 然 や 食 材 、 文 化 を 融 合 し た 「 お も て な し 」 の こ こ ろ で 、 観 光 戦 略 を 推
進  
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【 加 賀 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン （ H23.4） 】  

・ 加 賀 温 泉 郷 の 玄 関 口 と な る 加 賀 温 泉 駅 周 辺 は 公 共 交 通 の 結 節 機 能 を 強 化  
・ 本 市 の 顔 と し て 人 の 集 う 場 と し て ふ さ わ し い 都 市 景 観 の 形 成 、 都 市 の シ ン ボ ル

と な る 空 間 形 成  
 

【 加 賀 市 観 光 戦 略 プ ラ ン （ H26.3） 】  

・平 成 29 年 度 の 達 成 目 標 と し て 、観 光 入 込 客 数 214 万 人（ 平 成 26 年 度 比 36 万 人
増 ） を 目 指 す 。  

・ 加 賀 温 泉 駅 前 の イ ン フ ラ 整 備 、 温 泉 情 緒 を 感 じ る 景 観 形 成 、 観 光 案 内 機 能 の 更
な る 強 化  

 

【 加 賀 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 総 合 戦 略 （ H27.10） 】  

・加 賀 市 の 基 幹 産 業 の 柱 は「 製 造 業 」「宿 泊 業・飲 食 サ ー ビ ス 業 」「医 療・福 祉 」
で あ り 、 雇 用 の 確 保 や 生 活 環 境 の 改 善 な ど 、 総 合 的 な 観 点 か ら 施 策 を 講 じ る こ
と で 、 人 口 減 少 に 歯 止 め を か け る 。  
（ 課 題 解 決 に 向 け た 基 本 目 標 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 加 賀 市 ガ ー デ ン シ テ ィ ー 構 想 推 進 プ ラ ン （ 案 ） 】  

テ ー マ 「 ひ ろ げ よ う  暮 ら し の み ど り  も て な し の ま ち 」  
・ メ リ ハ リ の あ る 風 景 づ く り 【 骨 格 づ く り 】 、 も て な し の 風 景 づ く り 【 温 泉 地 等
の 観 光 地 】 、 地 域 を 魅 せ る 風 景 づ く り 【 眺 望 （ 今 あ る 緑 を 活 か す ） 】 、 暮 ら し を
楽 し む み ど り 【 意 識 啓 発 、 情 報 発 信 】 、 み ん な で ひ ろ げ る み ど り 【 連 携 体 制 ・ 活
動 】 の 5 つ の 方 針 に 基 づ く 施 策 を 展 開 す る 。  
 （ 主 な 施 策 展 開 ）  

 

 

① 加 賀 市 に 仕 事 を つ
く り 、 安 定 し た 雇
用 を 創 出  

・ 企 業 誘 致 の 推 進 、
伝 統 工 芸 の 担 い 手
確 保 、 首 都 圏 戦 略
強 化  

・ イ ン バ ウ ン ド 観 光
の 推 進  

・ 市 内 回 遊 性 の 向 上
対 策  

・ Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ ・ 目 的 ツ
ア ー 誘 客  

② 加 賀 市 へ の 新 し い
人 の 流 れ を つ く る  

・ 地 元 企 業 や 大 学 等
と 連 携 し た U.I タ
ー ン 対 策  

・ 移 住 ・ 定 住 ・ 交 流
の 促 進 （ 移 住 体 験
ツ ア ー の 実 施 ）  

③ 時 代 に 見 合 っ た 地
域 を つ く り 、 安 心
な 暮 ら し を 支 え る  

・ 人 口 減 少 ・ 高 齢 化
に 対 応 し た 定 住 環
境 の 整 備  

・ 生 活 ・ 地 域 密 着 型
サ ー ビ ス の 充 実 、
質 の 高 い 医 療 ・ 福
祉 環 境 の 確 保  

① 加 賀 温 泉 郷 の 玄 関 口 に ふ さ わ し い 魅 力 づ く り  
 （ 加 賀 温 泉 駅 周 辺 の 景 観 整 備 ）  
② 風 景 の 骨 格 と な る 緑 の 連 携 軸 づ く り  
 （ 風 景 の 軸 と な る 幹 線 道 理 の 並 木 の 充 実 や 沿 道 景 観 の 魅 力 づ く り ）  
③ 温 泉 街 の も て な し を 感 じ る 風 景 づ く り  
 （ 温 泉 街 の 店 舗 先 等 を 主 体 と し た 、 通 り の 花 飾 等 の 推 進  等 ）  
④ 歴 史 的 町 並 み の も て な し を 巡 る 風 景 づ く り  
 （ 神 社 や 水 路 な ど の 地 域 資 源 を テ ー マ と し た 緑 化 の 推 進 ）  
⑤ 地 域 の 風 景 を 体 験 す る 道 づ く り  
 （ 山 並 み 等 の 特 徴 的 な 風 景 を 望 む 道 路 環 境 の 整 備  等 ）  
⑥ 地 域 の 風 景 を つ な ぐ 水 辺 づ く り  
 （ 柴 山 潟 や 動 橋 川 、 大 聖 寺 川 を 中 心 と し た 水 辺 空 間 に お け る 桜 並 木 の 創 出 ） 
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■ 加 賀 市 の 将 来 都 市 構 造 概 念 図 ■  
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Ⅱ .加賀温泉駅の現況と課題  

１現況  

（ １ ）  加 賀 市 の 観 光 動 向  

・ 加 賀 温 泉 郷 へ の 観 光 入 込 客 は 、 186 万 人 /年 （ H25） と な っ て い る 。 全 体 と し

て 微 減 傾 向 （ 前 年 度 比 7％ 程 度 の 減 少 ） で あ る が 、 片 山 津 温 泉 、 山 中 温 泉 が 増

加 傾 向 に あ る 。  

H27 年 度 に お い て は 、1～ 7 月 ま で の 実 績 を 踏 ま え る と 、前 年 度 比 10％ 増 と な

っ て い る 。  

・温 泉 入 込 に 対 し 、北 前 船 の 里 資 料 館（ 約 15,000 人： H26）、九 谷 焼 資 料 館（ 約

40,000 人 ： H26） 、 中 谷 宇 吉 郎 雪 の 科 学 館 （ 約 30,000 人 ： H26） と い っ た 温 泉

以 外 の 主 要 観 光 施 設 の 入 込 は 少 な く 、 観 光 回 遊 の 足 と な る CANBUS は 、 年 間 約

110,000 人（ H25）の 利 用 が あ る も の の 、過 去 8 年 間 で 約 40％ も 利 用 客 が 減 少 し

て い る 。加 賀 市 来 訪 者 の 平 均 周 遊 箇 所 数 は 1.09 箇 所 で あ り 、回 遊 さ れ て い な い

（ 加 賀 市 観 光 動 態 調 査 H26 年 度 に よ る ） 。  

・加 賀 市 の 来 訪 者 の う ち 、北 陸 三 県 以 外 か ら の 入 込 客 は 33.1％ で あ り 、多 く が

県 内 及 び 隣 接 地 か ら で あ る （ 加 賀 市 観 光 動 態 調 査 H26 年 度 に よ る ） 。  

・加 賀 市 観 光 戦 略 プ ラ ン（ H26.3）に お い て は 、平 成 29 年 度 の 達 成 目 標 と し て 、

観 光 入 込 客 数 214 万 人 （ 平 成 26 年 度 比 36 万 人 増 ） 、 観 光 消 費 額 460 億 円 （ 平

成 26 年 度 比 77 億 円 増 ） と し て い る 。  

 

（ ２ ）  加 賀 温 泉 駅 の 利 用 特 性  

 

 普通利用 
 
１，１４５（人/日） 

定期利用 
 

７９７（人/日） 

観光客の利用 
 

７５０（人/日） 

市民等による日常利用 
 
１，１９２（人/日） 

 

 

□駅乗車客数の内訳（推計）  

 

７ ５ ０（ 人 /日 ） 

３ ９ ５  
（ 人 /日 ） 

７ ９ ７（ 人 /日 ） 

３８ .６％  

(約４０％ ) 

６１ .４％  

(約６０％ ) 
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（ ３ ）  駅 周 辺 の 現 状  

 

 

 

 

 

 

■ 駅 南 口 広 場 の 諸 元  

○ 現 在 の 駅 南 口 広 場 は 、 平 成 ２ 年 度

の 計 画 時 の 新 幹 線 乗 降 客 数 予 測 に 基

づ き 規 模 を 決 定 し て い る 。  

■ 駅 周 辺 の 現 状  

○ CANBUS 停 留 所 が 広 場 外 に 設 置 さ れ て お り 、来 外 者 に と っ て 分 か り づ ら い 。 

○ 観 光 バ ス 駐 車 場 が な く 、 観 光 機 能 と し て 十 分 で な い（ 温 泉 地 を 抱 え

る 他 駅 は ３ 台 分 以 上 確 保 ） 。  

○ 温 泉 送 迎 バ ス は ピ ー ク 時 に 1 6 台 の 利 用 。  

○ キ ス ア ン ド ラ イ ド 車 両 の ピ ー ク 時 の 滞 留 は 、 駅 南 口 側 で 最 大 2 2

台 、 駅 北 口 側 で 最 大 6 台 。  

○ 広 場 内 短 時 間 駐 車 場 の 利 用 率 は 約 40％ 、 駐 輪 場 の 利 用 率 は 約 30％ 。  

○ パ ー ク ＆ ラ イ ド 駐 車 場 （ 時 間 貸 駐 車 場 ） の 利 用 率 は 約 70％ 。  

○ 駅 南 北 地 下 通 路 の 歩 行 者 の 安 全 確 保 が 課 題（ ピ ー ク 時 間 帯 約 440 人 の 通 行

有 り ） 。  

○ 広 場 中 央 部 の 環 境 空 間 が 十 分 に 利 活 用 さ れ て お ら ず 、ま た 、樹 形 に つ い て

評 価 が 分 か れ る も の と な っ て い る 。  

□  駅南 口広 場平 面図  □  

路 線 バ ス 乗

降 場  

送 迎 バ ス 駐

車 場  

短 時 間 駐 車

場  

タ ク シ ー 駐 車

場  

キ ス ＆ ラ

イ ド  

乗 降

場  

駅 前 広 場 施 設  バース数 面  積  

路線バス 

乗 車  ２バース 

3 7 0 ㎡ 降 車  １バース 

予 備  ２バース 

タクシー 

乗 車  ３バース 

1 ,000 ㎡ 降 車  ３バース 

駐 車 場 ４ ９ 台  

自家用車 

停 車  ６バース 

1 ,800 ㎡ 
駐 車 場 ５ ４ 台  

送迎バス 駐 車 場 ２ １ 台  1 ,110 ㎡ 

歩   道   3 ,120 ㎡ 

車   道   4 ,430 ㎡ 

広 場 空 間 等   5 ,170 ㎡ 

駅 前 広 場 総 面 積   17,000 ㎡ 
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２課題 

 
加賀温泉駅周辺整備の課題 ■上位関連計画での位置付け            

◎首都圏を中心とした観光誘客、豊かな自然や食材、文化を融合した「おもてなし」のこころ 

◎観光入込客数214万人（H29年度目標） 

◎雇用の確保や生活環境の改善による人口減少の歯止め（消滅可能性都市に該当） 

◎企業誘致、市内回遊性の向上、U.Iターン対策、移住・定住の促進、質の高い医療・福祉環境 

◎視認性の高い緑化に重点的に取り組む（ガーデンシティ構想推進プラン） 

■加賀温泉駅の利用特性                  

◎通勤通学は横ばい、定期以外の利用が減少傾向 

◎利用客の内訳：観光客40％、一般利用客60％ 

■加賀市の観光動向                   

◎加賀温泉郷の入込客数186万人/年（H25） 

◎北陸3県以外からの入込は約30％（H25） 

◎温泉入込は、H27年度において新幹線効果により前年度比10％増加 

◎温泉以外の主要観光施設の入込が少ない。回遊していない。（平均周遊個所数1.09箇所/人） 

◎周遊の足CANBUSが過去8年で約40％の利用減 

■位置づけ・地域特性からの課題                   

①加賀温泉駅は、市内主要6エリアをネットワークするコンパクトシティの要（公共交通ネットワークの拠点）

として、新幹線による観光誘客の拠点（インバウンド観光等）として、必要な機能の導入が求められる。 

②人口減少に歯止めをかけるため、観光推進や医療・福祉環境の確保が求められる。 

③加賀市特有の自然・食材・文化を融合したハード・ソフト両面での「おもてなし」空間づくりが求められる。 

④市の玄関口として、多種多様な歴史を持つ地域（大聖寺・橋立・動橋など）とのネットワークの拠点として、

観光情報とともに、「九谷焼」「山中漆器」などの工芸文化の情報など、歴史・文化の情報発信が求められ

る。 

⑤江沼三山などの美しい山並み眺望の保全や、緑の拠点としての新たな整備を図ることが求められる。 

⑥北陸新幹線沿線（金沢など）との連携を図り、観光客やビジネス客の誘客や交流促進が求められる。 

■観光動向・駅周辺整備経緯からの課題               

①新幹線効果により増加が見込まれる観光入込について、温泉街と他観光地（橋立・大聖寺など）の連携強化

を図り、回遊性を高めることが求められる。 

②CANBUSなど、市内回遊のための交通手段となる2次交通への乗り継ぎの利便性や、観光地との快適なアクセ

スが求められる。 

③医療センター（H28.4開院）や市美術館、大規模小売店舗との機能連携が求められる。 

④区画整理地の住宅地の環境保全や、低未利用地の市街化促進など、定住促進に繋がる施策が求められる。 

⑤広域観光の拠点駅としてだけでなく、在来線駅・生活の足としての利便性を向上させることが求められる。 

■加賀市の地域特性                   

◎江沼三山、白山、柴山潟、鴨池等の自然環境 

◎豊かな自然を背景とした城下町（大聖寺藩）、温泉街、港町（橋立の北前船等）、宿場町といった

多種多様な歴史を持つ地域 

◎これらを背景とした「九谷焼」「山中漆器」等の工芸文化を継承、総湯を中心とした宿屋群の伝統

的な温泉街の構造を継承 

■駅南口広場の計画経緯と現状                  

◎H22を計画年度として17,000㎡に拡張整備。 

◎観光需要への対応、駅北口広場の整備、駅南北通路の再整備、加賀市らしい広場空間のデザインが

必要。 

■駅の利用特性・駅南口広場の計画経緯からの課題                     

①多くの観光客（駅利用者の約4割）に対応した利便施設（都市施設）の整備が求められる。 

②駅の一般利用者（駅利用者の約6割）の利便性向上のための北口新設等の機能改善が求められる。 

③整備後約20年を経た駅南口広場の機能更新や駅南北方向の連携強化が求められる。 

④パーク＆ライド需要への対応が求められる。 

⑤加賀市らしい駅・駅前空間の充実（加賀らしい新幹線駅舎、駅舎との一体的な広場デザイン）が求められ

る。 
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Ⅲ.加賀温泉駅周辺に求められる機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通結節機能 
・路線バス･CANBUS･乗合タ 
クシー・送迎バス･タクシー 
へのスムーズな連絡 

・在来線との連絡 
・駐車場・レンタカー 
・駐輪場・レンタサイクル等 
・旅館バス等のスペース確保 

休憩･待合･交流機能 
・安らぎの感じられる休憩・ 

飲食スペース 
・待ち時間を豊かに過ごす 
・カーデンシティ構想推進 
プランの「もてなしエリア」 
としての機能充実（駅前広場 
の環境空間の再整備） 

観光情報機能 
・広域的な観光情報の収集と 
発信 

・観光案内・宿泊予約・チケット 
販売 

・観光コーディネートなど 
・飲食・お土産店の立地 

景観形成機能 
・江沼三山(富士写ケ岳)の山並み眺望の確保 
・駅周辺の街並み景観 
・駅周辺の土地利用の誘導 
（既存市街地の地区計画） 

その他土地利用 
・低未利用地の市街化誘導（地区計画） 
・加賀市医療センター、加賀市美術館といった公共施設が立
地 

・駐車場や大規模小売店舗 
・パーク＆ライド駐車場 

整備コンセプトー１『交通結節機能』                                        

◆公共交通ネットワーク拠点、駅南北の連携強化 

・誰もが利用しやすく、わかりやすく、快適に県南部地域や加賀市内の観光

拠点へアクセスできる。 

・路線バス・CANBUS・乗合タクシー・送迎バス・タクシー・自家用車・レン

タカー・自転車など様々な交通機関へ天候に左右されずに快適に乗り継げ、

また在来線との利便性も図る。 

・駅南北自由通路を改修整備し、南北市街地の交流促進を図る。 

・歩行者、自転車、自動車などの動線を出来る限り分離し、安全で安心な駅

周辺とする。 

・外国人、荷物を両手に持っている人、高齢者、障害者など誰もが快適に利

用できるようバリアフリーに配慮する。 

・ロータリー 
・K&R・P&R 
・乗合ﾀｸｼ  ー
・送迎バス 
・駐車場 
・人、自転車 
・自由通路 
・バリアフリー 
・案内サイン 
・公共交通ネッ
トワーク 

・レンタカー 
・駐車場 
・歩行空間 
・バリアフリー 
・案内サイン 

整備コンセプトー２『休憩・待合・交流機能』                                                 

◆加賀観光の玄関口の｢おもてなし｣を感じられる駅 

・駅を出たら加賀を満喫できる景観保全に努める。 

・温泉情緒ある空間・伝統工芸・海山の新鮮な食材など、加賀らしさを満喫

できる。 

・四季折々の魅力を楽しめ、また訪れたくなる魅力を創り出す。 

・駅前広場の交流空間を確保し、荒天時や日没後でも、待ち時間を快適に過

ごせるように工夫する。 

・広場（交流空
間） 
・緑 
・休憩施設 
・駅前景観 
・都市施設 

・歩行者道 
・周辺景観 
・眺望景観 
・田園景観 
・緑 

駅舎直近 駅周辺 

整備コンセプトー３『観光情報機能』                                        

◆他には無い加賀市の魅力を体感できる駅 

・加賀市の観光情報を一元化し、観光客へ適切に提供する。 

・地域の人々の温かさや来訪者への歓待の思いを表現できる施設整備やソフ

トを充実する。 

・観光拠点として外国人にも対応できる窓口や設備を充実する。 

・案内サイン 
・都市施設 
・ソフト事業(朝
市、観光ボラ
ンティアなど） 

 

整備コンセプトー４『景観形成機能』                                           

◆ガーデンシティの顔づくり、加賀市らしい駅舎デザイン 

・駅ホームにおける江沼三山（富士写ケ岳等）の眺望を保全する。 

・駅前広場における緑の豊かな空間創出や駅周辺建物などにおいて落ち着き

ある景観形成を図る。 

・商業施設な
どの景観誘
導 

・駅ホームから
の眺望 
・駅前広場の
景観 

 

整備コンセプト 

ビジネス 
・首都圏・関西圏か
らのコンベンショ
ン・宿泊利用（金
沢方面との連携） 

観光客 
・首都圏・関西圏な
どから温泉街など
各観光地へ向かう 

広域住民 
・加賀市・小松市等
から首都圏・関西
圏などへビジネス
目的で向かう 

地域住民 
・加賀市民、作見地
域住民の日常的な
利用・立ち寄り、
医療センター利用
者など 

必要機能 
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都市施設（休憩･待合･交流･観光案内施設）の導入機能（案） 

 
・都市施設において、「温泉街･四季の風景」「九谷焼･山中漆器」「海・山・里の幸」をキーワードとする機能を配置し、他には無い魅力・加賀市らしさを演出。 

事 例 

歴史･自然 「温泉街・四季の風景」 

●温泉郷など加賀市や周辺市町の観光案内情報をワン

ストップで提供（対面式観光案内所など） 

●温泉街の歴史や自然環境などの加賀市の特徴をＰＲ

するための情報発信コーナーを設置（加賀温泉郷ミ

ニミュージアムなど） 

※温泉街等の観光情報発信（ミニミュージアム） 

 

 

 

 

※加賀市の自然・美しい四季の風景を演出 

観光案内所＋歴史・文化のミニ博物館（熊本駅） 

※海の幸 

ズワイガニ・甘エビ・メギス・ハタハタ・岩ガキ･･･等 

 

 

 

 

※山・里の幸 

加賀ブロッコリー・加賀梨・鴨料理・加賀地酒･･･等 

地域食材の飲食／地酒コーナー（長野駅） 

食 「海・山・里の幸」 

●山・里・海の新鮮な食材が味わえる施設を整備し、

来訪者に加賀市の良さを体感してもらう（地域の食

材や加工品を味わえる飲食施設など） 

●加賀市の特産物や加工品を購入できる施設を整備

（特産物の販売施設など） 

事 例 

伝統 「九谷焼・山中漆器」 

伝統工芸品の展示販売施設（新高岡駅） 

●「伝統工芸のまち加賀」の新たな拠点となるステー

ションギャラリーを設置し、工芸・特産品の展示・

販売を行う。建物内装に使用する。 

●九谷焼美術館や加賀市美術館と連携を図り、一流の

伝統工芸品を展示・紹介する。 

※九谷焼・山中漆器の展示販売、内装への使用 

 

 

 

 

※九谷焼美術館・加賀市美術館との連携 

事 例 
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Ⅳ.北陸新幹線加賀温泉駅駅舎デザインコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

加賀 

らしさ 

デザインコンセプトの考え方 

 

 

 

存在感･ 

アピール力 

 

 

市民に 

愛される 

●白山や江沼三山の山並み、おだやかな丘陵と調和する景観形成を図る。 

●城下町、宿場町、港町、温泉街といった多種多様な歴史を感じさせる。 

●前田藩の気風を背景に形成された茶道や能楽などの芸術文化、古九谷の伝統様式、湯

治文化による山中塗漆器などの工芸技術を感じさせる。 

 

●古九谷、美食、格子といった細やかで丁寧(加賀ていねい)な素材の活用により、加賀

市の伝統文化の美しさ･奥深さを感じさせる。 

●年間200万人を誇る加賀温泉郷の玄関口としての求心力。 

●温泉の湯･レディ･カガのもてなしなど、「ぬくもり」を感じさせる。 

●加賀五彩、九谷五彩(緑･黄･紫･紺青･赤)、白山の純白、山代の紅殻格子といった色彩

で加賀市の自然、歴史、文化を感じさせる。 

●100 年後も継承される不易な存在の駅として、加賀の伝統文化を身近に感じられ、市

民が誇れる存在とする。 

●駅周辺の丘陵地の緑や、白山、田園風景との景観の調和を図り、優しさと癒しを感じ

られる。 

●長流亭(茶室や庭園)、笏谷石、瓦屋根など、地域に根ざした素材を採用することで、

歴史文化に対する市民の意識を醸成する。 

 
 
 

『加賀の自然と歴史が育んだ地域力を見せる駅』 
 

地域力とは：加賀市の温泉・工芸・食・祭りなどの多様な文化を示す 
 

■加賀の豊かな自然と調和し、歴史・工芸文化が感じられる庭園の中の

くつろぎ・癒やしの空間をイメージ 

■来街者へのおもてなしとともに、九谷・山中塗漆器の工芸文化を継承

し、ものづくりのまち加賀の発展をイメージ 

■地場産材の木地に加え、九谷五彩・白山の純白・山代の紅殻格子とい

った華やかな色彩で加賀市の自然・歴史・文化を感じさせるイメージ 

■ホームからの山並み眺望や広場の緑を感じられるイメージ 

 

 

「加賀市らしさ」 

・基本キーワード「加賀市らしさ」「存在感」「アピール力」「市民に愛される」を元に、

デザインコンセプトを策定。 

「存在感」「アピール力」 

●白山や江沼三山の山並み、おだやかな丘陵と調和する景観形成を図る。 

●城下町、宿場町、港町、温泉街といった多種多様な歴史を感じさせる。 

●加賀藩（大聖寺藩）の気風を背景に形成された茶道や能楽などの芸術文

化、古九谷の伝統様式、湯治文化による山中塗漆器などの工芸技術を感じ

させる。 

 「加賀市らしさ」    加賀市歴史文化基本構想（H23.3）より 
①白山を基層とする加賀門徒の篤い信仰文化 
②北前船の繁栄をもたらした日本海交流文化 
③近世の領国経営と多様な嗜みがもたらした大聖寺十万石文化 
④総湯」の伝統と「もてなし」の心を継承する温泉文化 
⑤交流と伝統が生み出した「ぐち」なものづくり文化 
⑥個性豊かな大聖寺川・動橋川流域の生活文化 

 
 

 

●古九谷、美食、格子といった細やかで丁寧(加賀ていねい)な素材の活用
により、加賀市の伝統文化の美しさ･奥深さを感じさせる。 

●年間 200万人を誇る加賀温泉郷の玄関口としての求心力。 
●温泉の湯･レディ･カガのもてなしなど、「ぬくもり」を感じさせる。 
●加賀五彩、九谷五彩(緑･黄･紫･紺青･赤)、白山の純白、山代の紅殻格子
といった色彩で加賀市の自然、歴史、文化を感じさせる。 

「市民に愛される」 

●100 年後も継承される不易な存在の駅として、加賀の伝統文化を身近に

感じられ、市民が誇れる存在とする。 
●駅周辺の丘陵地の緑や、白山、田園風景との景観の調和を図り、優しさ
と癒しを感じられる。 

●長流亭(茶室や庭園)、笏谷石、瓦屋根など、地域に根ざした素材を採用
することで、歴史文化に対する市民の意識を醸成する。 
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『加賀の自然と歴史、文化を見せる駅』 

～ほっと安らぎ、粋にかぶく駅～ 

～古九谷、山中の挽物を活かした駅～ 

～地域を花と緑でつなぐ、シンボルとなる駅～ 

 

デザインコンセプト 

副題について 

 

 “ほっと安らぎ”は、加賀市へ来た観光客が、加賀市の海、山、平野を見て、ほっと気持ちが落ち着くこと、

温泉に入ってくつろぐことを表しています。また、おもてなしにより、観光客にほっと安らいでもらおうという

意味を持っております。 

 “粋にかぶく”は、加賀温泉駅に降り立った時、はっとするような感覚、また、ワクワクするような感覚を感

じられるよう、駅の構内および駅前広場を粋に非日常的な空間とすることを表しています。 

 

 “古九谷、山中の挽物を活かした駅”は、世界に誇れる古九谷、そして卓越した挽物技術によって完成する山

中漆器を駅の構内、駅前広場に活用することにより、市民にとって加賀市を加賀温泉駅を誇れる存在とすること

を意味しています。また、観光客に対し加賀市が古九谷の発祥地であること、そして山中漆器の挽物技術をアピ

ールする場とすることも表しております。 

 

“地域を花と緑でつなぐ、シンボルとなる駅”は、山代、片山津、山中の３温泉だけでなく、大聖寺、橋立、動

橋などそれぞれ多種多様な魅力を持った地域を花や緑でつなぐことにより、加賀市の周遊性を高めること、そし

て、加賀温泉駅がその花や緑のシンボルとなり、市民や観光客が花や緑に囲まれ、集い、交流できる場となるこ

とを表しています。 


